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(54)【発明の名称】 液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】  熱圧着時の変形によるガラス基板電極とＴＣ
Ｐリードとの間の位置ずれを防止する。
【解決手段】  ＴＦＴ基板上の端子電極のガラス端面に
近い部分だけがガラス端側から内側に向かって、端子群
を中心として左右に広がるように斜めに形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＴＦＴ基板の端面に１列に並んだ複数の
端子群とその端子群に異方性導電膜を介して接続される
フィルムキャリアのリード端子群を有する液晶表示装置
において、ＴＦＴ基板上の端子電極のガラス端面に近い
部分だけがガラス端側から内側に向かって、端子群を中
心として左右に広がるように斜めに形成されていること
を特徴とする液晶表示素子。
【請求項２】  ＴＦＴ基板の端面に１列に並んだ複数の
端子群とその端子群に異方性導電膜を介して接続される
フィルムキャリアのリード端子群を有する液晶表示素子
において、フィルムキャリアのリード端子のガラス端面
に近い部分だけがガラスの内側からガラス端側に向かっ
て、端子群を中心として左右に広がるように斜めに形成
されていることを特徴とする液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子部品のリード
に熱圧着ツールを押し当て、回路基板に接続する装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】熱圧着による駆動回路実装技術の例とし
て液晶表示素子のＩＣモジュールの実装技術があげられ
る。液晶表示素子は一般的に２枚のガラス基板のあいだ
に液晶を挟んだものに駆動回路を接続し、照明装置の上
に重ねたものである。一般的にＴＦＴ液晶モジュールの
駆動回路は、ＴＦＴを駆動するためのＬＳＩが搭載され
たテープ状のフィルムキャリア（TCP:Tape Carrier Pac
kage）、ＴＣＰに電源や画像信号を送るための回路基板
（PCB:Printed Circuit Board）から構成される。図３
は一般的なＴＦＴ液晶モジュールの駆動回路部の構成図
である。１はソース電極とゲート電極が形成されたＴＦ
Ｔ基板、２はカラーフィルタ、３，４は接着剤中に導電
粒子を分散させた異方性導電膜（ACF:Anisotoropic Con
ductive Film）、５は駆動ＬＳＩ、６は駆動ＬＳＩを搭
載し、入力端子と出力端子を有するＴＣＰ、７は回路基
板である。ＴＦＴ基板１の端子部にＡＣＦ３を貼りつ
け、そこにＴＣＰ６をアライメントして１枚ずつ仮圧着
する。そののち、ＴＦＴ基板１の一端面に沿って１列に
配置された複数個のフィルムキャリア６に対して１本の
ヒータツールを用いて一括で本圧着して熱を加えること
によりＴＦＴ基板１との接続がなされている。本圧着
を、ＴＦＴ基板１の一端面に沿って１列に配置された複
数個のフィルムキャリア６に対して一括に行なうように
することで、製造工程数を削減している。
【０００３】この方法を用いてＴＦＴ端子電極とＴＣＰ
のあいだの接続を行なうと、ＴＣＰリードのパネル端部
と中央部とのあいだに温度勾配ができるため、リードが
パネル端部でくの字に変形して接続される。そのため、
接続前はガラス基板の端子とＴＣＰリードとが互いに平
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行であったものが、熱圧着後の変形により互いに非平行
な部分が生じ、本来隣接するべき電極とＴＣＰリードと
が接触し、電気的にショートすることにより、液晶モジ
ュールが正常に動作しなくなることがある。このような
ＴＣＰリードのずれに対し、これまでにつぎのような対
策が提案されている。
【０００４】特開平５－２６５０２３号公報に記載の発
明ではリードの幅とピッチを変化させ、端子配列の両端
に向かってしだいに大きくすることにより、ＴＣＰの熱
膨張による端子ずれの影響を小さくしている。
【０００５】特開平１０－２０６８７８号公報に記載の
発明ではガラス基板の電極をリードの線端に向かって幅
が徐々に狭くなるように形成することにより、ＴＣＰが
斜めにずれて実装された場合でも、電極と隣接するリー
ドとが接触しにくい構造になっている。
【０００６】特開平１０－２６０４２１号公報に記載の
発明ではガラス基板の電極を扇状に並列しておくことに
より、ガラス基板の電極とＴＣＰリード間の端子ズレを
小さくしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら特開平５
－２６５０２３号公報に記載の発明ではガラス基板の端
子とＴＣＰリードとの平行方向のずれだけの対策であ
り、端子の斜め方向のずれに対しては有効な対策とはい
えない。特開平１０－２０６８７８号公報に記載の発明
では、斜めに実装された場合、電極とリードとの重なり
面積が小さくなり、端子の接続信頼性が低下する問題が
ある。特開平１０－２６０４２１号公報に記載の発明で
はガラス基板の電極を直線状の扇状に配列しているが、
この形状では熱圧着後のＴＣＰリードと同じ形状とはい
えない。熱圧着後のＴＣＰリードの形状は、実際には図
１（ｂ）のようになる。ＴＣＰリードはその先端部から
中央部まで（図１（ｂ）の８ａを参照）は圧着時の温度
が一定であるため、ほぼ平行に配列している。ガラス基
板端から０．３ｍｍ付近からガラス基板端にかけ（図１
（ｂ）の８ｂを参照）て圧着時の温度がしだいに低くな
っているため、この部分で内側に曲がり、リード全体と
しては“く”の字に折れ曲がった形状となる。前記の形
状はとくに端子配列の両端部に近いほど顕著である。特
開平１０－２６０４２１号公報に記載の発明では電極を
直線上の扇形で形成しているが、圧着後のリードの形状
とガラス基板電極の形状とが異なっているため、端子ず
れの対策として不充分である。
【０００８】本発明が解決しようとする課題は、ガラス
基板電極とＴＣＰリードとが圧着時の変形により発生す
る位置ずれを防止することのできる液晶表示素子の製造
方法を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の第１の態様によ
る液晶表示素子は、ＴＦＴガラス基板の一端部に配列さ
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れた複数の電極端子を有し、前記電極端子上に位置合わ
せされ、異方性導電膜を介して接続されたフィルムキャ
リアのリード端子を有する液晶表示素子において、前記
ガラス基板の電極端子が端面付近の少なくとも１ヵ所以
上で斜めに折れ曲がった形状で形成されていることを特
徴とするものである。
【００１０】本発明の第２の態様による液晶表示素子
は、ＴＦＴガラス基板の一端部に配列された複数の電極
端子を有し、前記電極端子上に位置合わせされ、異方性
導電膜を介して接続されたフィルムキャリアのリード端
子を有する液晶表示素子において、前記フィルムキャリ
アのリード端子がガラス基板電極の端面付近の少なくと
も１ヵ所以上で斜めに折れ曲がった形状で形成されてい
ることを特徴とするものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】つぎに添付図面を参照しながら本
発明の回路基板の接続方法の実施の形態について説明す
る。図１、２は本発明の実施の形態を説明するための液
晶モジュールの一例の平面図である。図３で示したよう
に、液晶モジュールはソース電極、ゲート電極の形成さ
れたＴＦＴ基板１、駆動ＬＳＩ５を搭載したＴＣＰ６、
から構成されており、ＴＦＴ基板上１に配列された電極
とＴＣＰ６のリードのあいだが異方性導電膜３を介して
接続され、導通を得ている。本発明の実施の形態を図
１、２に示す。図１（ａ）、図２（ａ）は、接続前のＴ
ＦＴ電極端子８とＴＣＰリード９を、図１（ｂ）、図２
（ｂ）は接続後のＴＦＴ電極端子８とＴＣＰリードを表
わしている。図１の例ではＴＦＴ基板１上の電極端子８
の一部を斜めに形成し、ＴＣＰのリード９は真っ直ぐに
形成する。図１（ａ）に示すようにＴＦＴ基板１上の電
極端子８は真っ直ぐな領域８ａと斜めの領域８ｂとに分
けられる。たとえばＴＦＴ電極端子８の長さが１．１ｍ
ｍの場合、８ａ部の長さは０．６～０．７ｍｍ程度で形
成し、８ｂ部の長さは０．４～０．５ｍｍ程度で形成す
る。８ａ部に対する８ｂ部の傾きは、幅が２５ｍｍのＴ
ＣＰ６の両端部においておよそ１．１°～１．４°が適
正となる。８ａ部の傾きは、８ａ部の傾きをＴＣＰ６の
中心部で０°とし、ＴＣＰ６の中心からの距離に比例し
て大きくなるように形成する。このような構造で形成さ
れたＴＦＴ基板の電極端子８とＴＣＰのリード９を異方
性電膜３を介して熱圧着により接続すると、図１（ｂ）
に示すようにＴＣＰのリード９は熱膨張により、ＴＦＴ
基板の電極端子８のように途中で折れ曲った形状にな
り、ＴＦＴ基板電極８の上に精度よく重なる。図２の例*
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*ではＴＣＰのリード９の一部を斜めに形成し、ＴＦＴ基
板上の電極端子８は真っ直ぐに形成する。ＴＣＰリード
９は真っ直ぐな領域９ａと斜めの領域９ｂとに分けられ
る。９ａと９ｂの長さの比と角度は図１の例と同じであ
る。このような構造で形成されたＴＦＴ基板の電極端子
８とＴＣＰのリード９を異方性導電膜３を介して熱圧着
により接続すると、図２（ｂ）に示すように、ＴＣＰの
リード９は熱膨張により、ＴＦＴ基板の電極端子８のよ
うに真っ直ぐな形状となり、電極端子８に精度よく重な
る。
【００１２】
【発明の効果】本発明は、たとえば液晶表示素子の回路
基板の接続のように、熱膨張率の大きいフレキシブルフ
ィルム上に形成された電極を熱圧着によって他の電極に
接続する場合に有効である。
【００１３】叙上の説明のように、本発明によれば、Ｔ
ＦＴ基板電極８、あるいはＴＣＰリード９の一部にあら
かじめ斜めの領域を形成することにより、熱圧着時のＴ
ＣＰ６の熱膨張でＴＦＴ基板電極８とＴＣＰリード９と
が同じ形状になり、互いの位置ずれをほとんど無くすこ
とが可能である。その結果、隣接する電極間のショート
の発生を防ぐことができ、かつ接続する端子の接続面積
を確保することができるので接続のオープン不良も防ぐ
ことが可能となり、モジュールの品質が向上する。これ
らの効果は接続する電極のピッチが小さいほど顕著であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態であり、回路基板を接続
する際の部品の構成図である。
【図２】本発明の他の実施の形態であり、ＴＦＴの電極
端子を真っ直ぐにし、ＴＣＰリードの一部を斜めに形成
した場合の部品構成図である。
【図３】従来のＴＦＴ液晶モジュールの駆動回路部の構
成図である。
【符号の説明】
１  ＴＦＴ基板
２  カラーフィルタ
３  異方性導電膜
４  異方性導電膜
５  駆動ＬＳＩ
６  フィルムキャリア
７  回路基板
８  ＴＦＴ電極端子
９  ＴＣＰリード
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